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（百万円未満切捨て） 

１．平成27年10月期第3四半期の連結業績（平成26年11月1日～平成27年7月31日） 
(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率） 

 売  上  高 営業利益 経常利益 四半期純利益 
 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 

27年10月期第3四半期 31,746 12.8 4,031 47.7 4,642 42.6 3,446 70.0 
26年10月期第3四半期 28,145 24.5 2,729 48.3 3,255 27.6 2,027 30.9 

（注）包括利益 27年10月期第3四半期5,598百万円（106.1％） 26年10月期第3四半期2,716百万円（△24.5％） 
 

 
1株当たり 

四半期純利益 

潜在株式調整後 
1株当たり 

四半期純利益 
 円 銭 円 銭 

27年10月期第3四半期 75.10 － 
26年10月期第3四半期 44.94 － 
 
(2) 連結財政状態 

 総  資  産 純  資  産 自己資本比率 
 百万円 百万円 ％ 

27年10月期第3四半期 63,127 48,936 71.5 
26年10月期 57,576 44,029 70.2 
（参考）自己資本  27年10月期第3四半期45,128百万円 26年10月期 40,413百万円 

 
２．配当の状況 

 
年間配当金 

第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期  末 合  計 
 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 

26年10月期 － － － 10.00 10.00 
27年10月期 － 5.00  －   
27年10月期(予想)    5.00 10.00 

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ：無 
26年10月期期末配当金の内訳  普通配当 5円00銭    記念配当 5円00銭 

 
３．平成27年10月期の連結業績予想（平成26年11月１日～平成27年10月31日） 

（％表示は、対前期増減率） 

 売 上 高 営業利益 経常利益 当期純利益 
１株当たり 
当期純利益 

 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭 

通     期 42,000 14.3 3,800 10.4 4,500 9.9 3,300 34.1 71.91 

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ：無 
 

 



※注記事項 
(1) 当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動(連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動） ：無 
  新規 ―社 （社名） 、除外 ―社 （社名） 
  

(2) 四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ：有 
（注）詳細は添付資料P3「（2）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用」をご覧ください。 
(3) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ：有 
② ①以外の会計方針の変更 ：無 
③ 会計上の見積りの変更 ：無 
④ 修正再表示 ：無 

（注）詳細は添付資料P3「（3）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示」をご覧ください。 
 
(4) 発行済株式数（普通株式）  

①  期末発行済株式数(自己株式を含む) 27年10月期3Ｑ 51,849,917株 26年10月期 51,849,917株 

②  期末自己株式数 27年10月期3Ｑ 5,950,278株 26年10月期 5,960,363株 

③  期中平均株式数(四半期累計) 27年10月期3Ｑ 45,895,416株 26年10月期3Ｑ 45,115,434株 

（注）期末自己株式数及び期中平均株式数（四半期累計）の算定上控除する自己株式数には、従業員持株会信託型
ESOPの保有する当社株式数が含まれております。 

 
 

 
※ 四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 
この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続の対象外であり、この四半期決算短信の開示

時点において、金融商品取引法に基づく四半期連結財務諸表のレビュー手続は終了しておりません。 

 
※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的
であると判断する一定の前提に基づいており、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性が
あります。業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用にあたっての注意事項等については、添付
書類3ページ（3）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明をご覧ください。 
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１．当四半期決算に関する定性的情報 

(1) 経営成績に関する説明 

当第３四半期連結累計期間におけるわが国経済は、４四半期ぶりに個人消費がマイナス成長に

陥ったものの底堅い動きとなっており、企業収益や雇用環境の改善、円安による国内生産回帰の

動きに伴う設備投資増などを背景に緩やかな回復基調を見せております。しかしながらそのペー

スは依然として緩やかに留まっており、金融市場を中心とした景気の先行きへの期待感との乖離

は縮まっておりません。 

世界経済は先進国を中心に回復していますが、欧州経済では一時的に危機を脱したギリシャ情

勢を含む債務問題の展開や、中国経済では、元切り下げに至った政策が減速の兆候にある景気を

下支えできるかなど、今後も世界情勢の先行きには留意する必要があります。 

このような状況のもと、当社グループといたしましては、中期的視点に立った販売予測を充分

に反映した調達・投資の最適化や、調達・生産面での継続的な原材料費削減努力により、既存製

品はもとより本格販売を開始した新製品の採算性を強く意識した取組みを実施するとともに、事

業領域の拡大を基盤とした事業推進により、顧客価値実現に向けた能動的な取り組みの推進強化

に努めました。 

その結果、当第３四半期連結累計期間における当社グループの連結業績は、売上高は317億4千

6百万円（前年同四半期比36億円増）、営業利益は40億3千1百万円（前年同四半期比13億1百万円

増）、経常利益は46億4千2百万円（前年同四半期比13億8千6百万円増）、四半期純利益は開発品

の知的財産権譲渡にともなう特別利益の計上により、34億4千6百万円（前年同四半期比14億1千8

百万円増）となりました。 
 

セグメントごとの業績は次のとおりであります。 

 

＜農薬事業＞ 

除草剤、殺菌剤、その他、農薬原料を主とした農薬事業につきましては、国内向けは殺菌剤

等の減少を水稲用除草剤等の増加で補い、海外向けは畑作用除草剤、水稲用除草剤、綿花用除

草剤等の増加により、当事業の売上高は205億5千5百万円（前年同四半期比14.6％増）、セグメ

ント利益は39億3千万円（前年同四半期比36.8％増）となりました。 

 

＜化成品事業＞ 

トルエン・キシレン系化学品、精密化学品、産業薬品を主とした化成品事業につきまして

は、医薬中間体、トルエン・キシレン系化学品等の増加により、当事業の売上高は100億8千6百

万円（前年同四半期比10.3％増）、セグメント利益は6億3千2百万円（前年同四半期比34.3％

増）となりました。 

 

(2) 財政状態に関する説明 

資産、負債及び純資産の状況 

（資産） 

流動資産の残高は、現金及び預金、売掛金の増加を主因として、334億7千万円（前連結会計年

度末は313億1千6百万円）となりました。 

固定資産の残高は、投資有価証券の増加等により、296億5千7百万円（前連結会計年度末は262

億6千万円）となりました。 

この結果、総資産は、前連結会計年度末に比べて55億5千万円増の631億2千7百万円となりまし

た。 
 

（負債） 

流動負債の残高は、支払手形及び買掛金の減少はありましたが、短期借入金等の増加により、

92億7千3百万円（前連結会計年度末は90億5千1百万円）となりました。 

固定負債の残高は、役員退職慰労引当金等の減少はありましたが、長期借入金、繰延税金負債

の増加により、49億1千6百万円（前連結会計年度末は44億9千5百万円）となりました。 

この結果、負債合計は、前連結会計年度末に比べて6億4千3百万円増の141億9千万円となりまし

た。 
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（純資産） 

純資産合計は、利益剰余金及びその他有価証券評価差額金の増加を主因として、前連結会計年

度末に比べて49億7百万円増の489億3千6百万円となりました。 

 

 

(3) 連結業績予想などの将来予測情報に関する説明 

連結業績予想につきましては、平成27年3月11日に公表しました業績予想から変更ありません。 

実際の業績は、今後の様々な要因によって大きく差異が発生する可能性があります。 

今後、業績予想に関して修正の必要が生じた場合には、速やかに開示する予定でおります。 

 

２．サマリー情報（注記事項）に関する事項 

(1) 当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動 

該当事項はありません。 

 

(2) 四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 

（税金費用の計算） 

税金費用については、当第３四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対す

る税効果会計適用後の実効税率を合理的に見積もり、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗

じて計算しております。 

 

(3) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

（会計方針の変更） 

（退職給付に関する会計基準等の適用） 

「退職給付に関する会計基準」（企業会計基準第26号 平成24年5月17日。以下「退職給付会計基

準」という。）及び「退職給付に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第25号 平

成27年3月26日。以下「退職給付適用指針」という。）を退職給付会計基準第35項本文及び退職給付

適用指針第67項本文に掲げられた定めについて第1四半期連結会計期間より適用し、退職給付債務及

び勤務費用の計算方法を見直し、退職給付見込額の期間帰属方法を期間定額基準から給付算定式基

準へ変更し、割引率の決定方法を従業員の平均残存勤務期間に近似した年数に基づく割引率から、

退職給付の支払見込期間ごとに設定された複数の割引率を使用する方法へ変更しております。 

退職給付会計基準等の適用については、退職給付会計基準第37項に定める経過的な取扱いに従っ

て、当第3四半期連結累計期間の期首において、退職給付債務及び勤務費用の計算方法の変更に伴う

影響額を利益剰余金に加減しております。 

この結果、当第３四半期連結累計期間期首の投資その他の資産「退職給付に係る資産」が23百万

円増加し、固定負債「退職給付に係る負債」が13百万円減少し、利益剰余金が23百万円増加してお

ります。また、当第３四半期連結累計期間の営業利益、経常利益および税金等調整前四半期純利益

に与える影響は軽微であります。 
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項 

 

（継続企業の前提に関する注記） 

該当事項はありません。 

 

 

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記） 

 該当事項はありません。 
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（セグメント情報等） 

Ⅰ 前第３四半期連結累計期間（自  平成25年11月１日  至  平成26年７月31日） 

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 

（単位：百万円） 

 
報告セグメント 

その他 
(注)1 

合計 
調整額 
(注)2 

四半期連結
損益計算書
計上額 

(注)3 農薬事業 化成品事業 計 

売上高        

  外部顧客への
売上高 

17,940 9,144 27,084 1,060 28,145 － 28,145 

  セグメント間
の内部売上高
又は振替高 

－ 22 22 527 549 △549 － 

計 17,940 9,167 27,107 1,588 28,695 △549 28,145 

セグメント利益 2,873 470 3,344 31 3,376 △646 2,729 

（注）1. 「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、ファフィア酵母等の飼料用添
加剤、工業薬品類等の製造、販売等を行っております。 

2. セグメント利益調整額△646百万円は、各報告セグメントに配分していない全社費用であります。全社費
用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。 

3. セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。 

   

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報 

    該当事項はありません。 

 

Ⅱ 当第３四半期連結累計期間（自  平成26年11月１日  至  平成27年７月31日） 

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 

（単位：百万円） 

 
報告セグメント 

その他 
(注)1 

合計 
調整額 
(注)2 

四半期連結
損益計算書
計上額 

(注)3 農薬事業 化成品事業 計 

売上高        

  外部顧客への
売上高 

20,555 10,086 30,642 1,104 31,746 － 31,746 

  セグメント間
の内部売上高
又は振替高 

－ 23 23 638 661 △661 － 

計 20,555 10,109 30,665 1,742 32,407 △661 31,746 

セグメント利益 3,930 632 4,562 98 4,660 △628 4,031 

（注）1. 「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、ファフィア酵母等の飼料用添
加剤、工業薬品類等の製造、販売等を行っております。 

2. セグメント利益調整額△628百万円は、各報告セグメントに配分していない全社費用であります。全社費
用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。 

3. セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。 

 

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報 

    該当事項はありません。 
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